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ニ
ー
チ
ェ
は
、
一
八
八
六
年
の
一
年
間
に
、
連
続
し
て
、
従
来
刊
行
さ

れ
て
い
た
著
書
l

「
人
間
的
、
あ
ま
り
に
人
間
的
』
第
一
巻
お
よ
び
第

二
巻
、
「
悲
劇
の
誕
生
』
、
『
曙
光
』
、
『
悦
ば
し
き
学
問
』
の
版
権
の

移
行
及
び
再
出
版
に
際
し
て
、
新
し
く
序
文
を
付
し
た
。
一
八
八
六
年
に

再
絹
の
上
、
新
た
に
刊
行
さ
れ
た
『
人
間
的
、
あ
ま
り
に
人
間
的
」
第
二

巻
を
除
け
ば
、
上
述
の
著
作
の
第
一
版
出
版
時
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
序

文
は
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
自
己
の
著
作
に
対
し
て
、
新
た
に
序
文
を

添
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。

『
悲
劇
の
誕
生
』
に
、
新
た
に
付
せ
ら
れ
た
「
自
己
批
判
の
試
み
」
に

お
い
て
、
ニ
ー
チ
ェ
は
こ
れ
を
、
後
書

(Nachrede)

と
み
な
し
て
も
い

る
。
ま
た
、
ニ
ー
チ
ェ
は
『
曙
光
』
の
序
文
で
、
自
己
自
身
の
序
文
に
つ

い
て
、
追
悼
文

(Nachr邑
、
ま
た
は
弔
辞

(Leichenrede)

と
い
っ
た

表
現
を
も
使
用
し
て
い
る
。
追
悼
文
、
弔
辞
と
は
、
ひ
と
つ
の
生
を
全
う

し
た
、
死
者
に
対
す
る
手
向
け
の
言
葉
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ら
を

送
る
側
と
送
ら
れ
る
側
と
の
間
に
は
、
生
を
生
き
て
い
る
者
と
、
死
者
と

い
う
隔
た
り
が
存
在
す
る
。
ニ
ー
チ
ェ
は
自
己
自
身
に
対
し
て
、
追
悼
文
、

弔
辞
を
手
向
け
よ
う
と
さ
え
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
過
去
の
ニ
ー
チ
ェ
自

身
と
、
現
在
の
彼
自
身
と
の
距
離
の
存
在
を
暗
示
し
て
い
る
。
ニ
ー
チ
ェ

は
一
連
の
序
文
の
中
で
、
既
刊
の
著
作
へ
言
及
し
つ
つ
、
自
己
自
身
の
辿

(
3
)
 

っ
た
思
惟
の
展
開
に
対
す
る
批
判
を
加
え
て
い
る
。
ニ
ー
チ
ェ
の
自
己
批

判
は
、
『
悲
劇
の
誕
生
』
に
付
せ
ら
れ
た
「
自
己
批
判
の
試
み
」
と
い
う

表
題
の
テ
ク
ス
ト
に
の
み
妥
当
す
る
の
で
は
な
く
、
序
文
群
全
体
に
わ
た

っ
て
共
通
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
序
文
群
を
、
各
々
特
定
の
著
作
に
向

け
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
作
と
の
連
関
に
お
い
て
の
み
限

定
的
に
把
握
す
る
以
上
に
、
序
文
相
互
間
の
連
関
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
総

合
的
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
一
八
八
六
年
に
お
け
る
ニ
ー
チ
ェ
が
、
こ
れ
ら
序
文
を
通

し
て
、
い
か
に
自
己
の
著
作
、
あ
る
い
は
思
索
に
対
し
て
批
判
的
に
対
峙

し
て
い
る
の
か
を
把
握
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
病
気
」
か
ら
の

「
快
癒
」
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
を
介
し
た
ニ
ー
チ
ェ
の
、
自
己
批
判
の
在

一
八
八
六
年
の
序
文
群
に
お
け
る
ニ
ー
チ
ェ
の
自
己
批
判

茶

園

陽
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『
人
間
的
、
あ
ま
り
に
人
間
的
』
第
一
巻
お
よ
び
第
二
巻
の
副
題
は
、

「
自
由
精
神
た
ち
の
た
め
の
書
」

(Ein
B
u
c
h
 fiir freie Geister)
で
あ
る
。

「
自
由
精
神
」
は
、
初
め
か
ら
完
成
し
た
形
で
現
れ
る
の
で
は
な
く
、

歴
史
的
道
程
を
辿
り
な
が
ら
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
道
程
は
、
三
つ
の
段
階

を
経
て
展
開
さ
れ
る
。
第
一
に
、
「
自
由
精
神
」
と
成
り
得
る
類
型

(
T弓
us)

を
内
に
宿
し
て
い
る
精
神
で
は
あ
る
が
、
支
配
的
な
諸
価
値
の

連
関
に
「
縛
ら
れ
た
精
神
」

ge
b
目
dener
Geist)

と
し
て
存
在
し
て
い

る
段
階
、
第
二
に
、
「
縛
ら
れ
た
精
神
」
が
「
大
い
な
る
解
放
」

(die

四
osse
Loslosung)

を
体
験
す
る
段
階
、
第
三
に
、
「
大
い
な
る
解
放
」

を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
き
「
自
由
精
神
」
へ
と
成
熟
す
る
と
い

う
三
段
階
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
自
由
精
神
」
の
発
展
が
、
『
人
間
的
、

あ
ま
り
に
人
間
的
』
第
一
巻
の
序
文
に
お
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

で
は
、
「
自
由
精
神
」
の
萌
芽
状
態
で
あ
る
「
縛
ら
れ
た
精
神
」
は
、
ど

の
よ
う
な
道
程
を
経
て
、
「
自
由
精
神
」
へ
生
成
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
段
階
。
精
神
を
束
縛
す
る
も
の
と
は
、
「
若
者
に
特
有
で
あ
る
あ

ー
自
由
精
神
へ
の
道
程
『
人
間
的
、
あ
ま
り
に
人
間
的
』

第
一
巻
の
序
文

り
方
を
明
ら
か
に
し
、
同
時
に
、
「
病
気
」
や
「
健
康
」
と
い
っ
た
生
理

学
的
用
語
の
使
用
に
よ
っ
て
、
ニ
ー
チ
ェ
が
、
生
を
い
か
な
る
も
の
と
し

て
捉
え
て
い
た
の
か
を
提
示
し
た
い
。

の
畏
敬
、
あ
ら
ゆ
る
古
く
か
ら
崇
拝
さ
れ
た
も
の
や
威
厳
あ
る
も
の
の
前

で
の
あ
の
畏
怖
の
念
や
繊
細
さ
、
彼
ら
が
成
長
し
た
土
壌

(Boden)

に

対
す
る
、
彼
ら
を
導
い
た
手
に
対
す
る
、
彼
ら
が
崇
拝
す
る
こ
と
を
学
ん

だ
神
聖
な
も
の

(Heiligth目
1
)

に
対
す
る
あ
の
感
謝
」
（

M
AI
 ,
S
.
1
6
.
)
と

い
っ
た
、
「
縛
ら
れ
た
精
神
」
自
身
が
根
ざ
し
て
い
る
支
配
的
な
諸
価
値

が
強
い
る
、
義
務
の
感
情
で
あ
る
。
「
縛
ら
れ
た
精
神
」
は
、
自
ら
を
制

約
し
て
い
る
諸
価
値
を
、
単
純
に
、
憎
悪
の
対
象
と
み
な
し
て
い
る
の
で

は
な
い
。
む
し
ろ
、
自
己
を
束
縛
し
て
い
る
も
の
に
対
し
て
、
畏
敬
や
感

謝
の
念
を
抱
き
さ
え
し
、
支
配
的
な
諸
価
値
に
束
縛
さ
れ
て
い
る
自
己
に

対
し
て
、
未
だ
疑
念
を
持
た
な
い
。
つ
ぎ
の
段
階
に
お
い
て
、
「
縛
ら
れ

た
精
神
」
に
襲
来
す
る
「
大
い
な
る
解
放
」
と
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
支
配
的

な
諸
価
値
か
ら
の
逃
避
で
は
な
く
、
自
己
の
超
克

(U召
:wind目
g)

を

促
す
の
で
あ
る
。

第
二
段
階
。
「
大
い
な
る
解
放
」
を
経
験
す
る
精
神
は
、
さ
ら
に
、
「
あ

、
、
、

ら
ゆ
る
価
値
を
逆
転
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」

(
K
a
n
n
m
a
n
 nicht alle 

W
e
r
t
h
e
目
臣
e
同）

2
A
 I
,
 S
.
1
7
.
)
と
い
う
疑
問
を
抱
く
精
神
へ
と
発
展

す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
「
縛
ら
れ
た
精
神
」
は
、
既
存
の
諸
価
値
の
束

縛
か
ら
解
き
放
た
れ
、
そ
の
価
値
を
逆
転
す
る
試
み
を
想
定
す
る
ま
で
に

至
る
。
自
己
が
由
来
す
る
諸
価
値
の
連
関
か
ら
身
を
引
き
離
す
こ
と
は
、

ひ
と
つ
の
危
機
的
状
況
を
招
来
す
る
。
ゆ
え
に
、
解
放

(Loslos
目
g)
、

す
な
わ
ち
自
己
を
引
き
離
す

(loslosen)

こ
と
を
、
ニ
ー
チ
ェ
は
、
「
同

時
に
人
間
を
破
壊
す
る
か
も
し
れ
な
い
病
気
」

(MAI
,
S
.
1
6
.
)

と
表
現
す
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第
三
段
階
。
「
快
癒
」
と
は
、
「
病
気
」
そ
の
も
の
を
も
、
「
認
識
の
手

段
や
釣
り
針
」

(e巨
）
と
み
な
す
ほ
ど
の
「
健
康
」
を
獲
得
す
る
こ
と
で

あ
り
、
「
多
数
の
、
対
立
し
た
思
考
法
へ
の
道
を
容
認
す
る
」

、
、
、
、

(
M
A
 I 
,S.18.)
、
「
あ
の
精
神
の
熟
成
し
た
自
由
」

G
e
n
e
reife 
Freiheit 

des Geistes) 
(
M
A
 I 
,S.17.)

へ
の
到
達
を
意
味
す
る
。
「
病
気
」
そ
の
も

の
を
も
認
識
の
手
段
と
な
し
得
る
、
と
い
う
表
現
の
内
に
は
、
も
は
や
、

た
だ
単
に
「
病
気
」
を
害
悪
と
し
て
捉
え
る
よ
う
な
仕
方
で
は
十
分
で
は

な
い
、
と
い
う
洞
察
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。

「
健
康
」
か
ら
「
病
気
」
を
通
過
し
た
精
神
が
獲
得
す
る
も
の
は
、
生

自
身
が
特
定
の
遠
近
法
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値

評
価
は
、
必
然
的
に
不
公
正

(Ungerechtigkeit)

を
伴
う
と
い
う
認
識

で
あ
る
。
生
が
遠
近
法
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
限
り
、
諸
価
値
を

設
定
す
る
「
視
点
」
に
唯
一
絶
対
の
も
の
は
有
り
得
な
い
。
「
縛
ら
れ
た

精
神
」
が
特
定
の
価
値
評
価
の
支
配
か
ら
自
己
を
引
き
離
し
た
の
ち
に
、

生
が
多
様
な
遠
近
法
的
構
造
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
獲
得
す
る
こ

と
こ
そ
、
ニ
ー
チ
ェ
が
「
大
い
な
る
健
康
」
（
自
e
四
osse
G
e
s
目
合
eit)

と
名
付
け
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
「
大
い
な
る
健
康
」
を
獲
得
す
る

る。 る
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
ら
ゆ
る
価
値
を
逆
転
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
従

来
の
価
値
評
価
か
ら
の
離
反
を
意
味
す
る
が
ゆ
え
に
、
病
的
な
孤
立
化

（百
m
H臣
te
Verein
留
n
目
g)

(
M
A
 I 
,S.17.)

を
伴
う
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
こ
の
「
病
気
」
か
ら
の
「
快
癒
」

(
G
e
n
e
s
目
g)

が
必
要
と
な

段
階
で
、
「
自
由
精
神
」
は
、
十
全
な
形
で
現
れ
る
。
自
己
の
由
来
す
る

特
定
の
価
値
評
価
を
超
克
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
遠
近
法
と
、
そ
れ
に
基
づ
く

諸
価
値
を
俯
廠
す
る
「
眼
」
を
持
っ
た
「
自
由
精
神
」
を
、
ニ
ー
チ
ェ
は
、

鳥
の
自
由

(Vogel,
 
Freiheit)
、
烏
の
展
望

(Vogel'Umblick)
、
鳥
の
尊

大

(Vogel,
 
U
e
b
e
r
m
u
t
h
)
、
鳥
の
飛
翔

(Vogelflug)

と
い
う
メ
タ
フ
ァ

ー
で
表
現
す
る

(vgl.MA
I
 
,S.18£)
。

そ
れ
で
は
、
「
自
由
精
神
」
の
、
以
上
の
よ
う
な
発
展
は
、
ニ
ー
チ
ェ

の
思
惟
の
道
程
と
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ニ
ー
チ
ェ
は
、
「
た
と
え
ば
、
私
は
道
徳
に
つ
い
て
す
で
に
十
分
煽
眼

に
な
っ
て
い
た
と
き
に
も
、
故
意
に
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
見
境
の

な
い
道
徳
へ
の
意
志
を
前
に
し
て
、
眼
を
閉
じ
て
い
た
よ
う
だ
。
同
様
に
、

リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
救
い
が
た
い
ロ
マ
ン
主
義
に
つ
い
て

も
、
あ
た
か
も
そ
れ
が
始
め
で
あ
っ
て
終
り
で
は
な
い
か
の
よ
う
に
、
自

分
を
欺
い
て
い
た
よ
う
だ
。
同
様
に
ギ
リ
シ
ア
人
に
つ
い
て
も
、
ド
イ
ツ

人
と
そ
の
未
来
に
つ
い
て
も
ー
|
ー
お
そ
ら
く
、
さ
ら
に
そ
う
し
た
同
様
な

も
の
の
全
く
長
い
リ
ス
ト
が
あ
る
よ
う
だ
」

(
M
A
I
 
,S.14.)
と
自
己
批
判

し
、
こ
れ
ら
を
「
自
己
＇
欺
購
」

(Selbst-Betrug)

と
規
定
す
る
。
周
知

の
通
り
、
ニ
ー
チ
ェ
は
、
と
り
わ
け
初
期
の
思
索
に
お
い
て
、
ヴ
ァ
ー
グ

ナ
ー
や
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ニ

ー
チ
ェ
は
、
彼
の
処
女
著
作
で
あ
る
『
悲
劇
の
誕
生
』
か
ら
「
未
来
の
哲

学
の
序
曲
」

(Vorspiel
einer Philosophie der 
Zukunft) 
-
-
-
+
な
わ
ち

「
善
悪
の
彼
岸
』

l

に
わ
た
っ
て
、
何
か
共
通
の
も
の
と
特
徴
的
な
も
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の

(e
匂
a
s
G
e
m
e
i
n
s
a
m
e
s
目
d
A
u
s
z
e
i
c
h
n
e
n
d
e
s
)

が
あ
る
と
い
う
、

人
々
が
彼
に
与
え
た
評
価
を
提
示
し
、
そ
れ
ら
の
著
作
が
、
価
値
評
価
や

習
慣
の
転
倒

(Umkehr目
g)

を
含
ん
で
い
る
と
い
う
、
自
己
の
思
想
の

独
自
性
を
も
認
め
て
い
る

(vgl.MAI
 ,
S
.
1
3
.
)

。
つ
ま
り
、
「
自
己
＇
欺
腑
」

は
、
自
己
の
内
に
、
本
来
的
に
備
わ
っ
て
い
た
独
自
の
傾
向
を
見
失
う
こ

と
を
意
味
す
る
。

し
か
し
、
「
自
己
＇
欺
腑
」
は
、
同
時
に
、
当
時
の
ニ
ー
チ
ェ
に
と
っ
て
、

「
自
己
＇
保
存
の
狡
知
」

(List
d
e
r
 Selbst ,
 Er匡
t目
g)

(MA I ,S.14.)
を

も
意
味
し
て
い
た
。
独
自
の
思
想
を
抱
く
と
い
う
こ
と
は
、
孤
立
化
の
不

安
と
い
う
「
病
気
」
を
も
た
ら
す
が
ゆ
え
に
、
ニ
ー
チ
ェ
は
「
自
己
＇
欺

腑
」
を
、
自
ら
に
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
と
み
な
す
。
だ
が
、
こ
の
「
自

己
欺
腑
」
は
、
な
ぜ
自
己
自
身
が
欺
脳
を
な
し
た
の
か
を
批
判
的
に
追

求
す
る
「
誠
実
性
」

(W邑
r
百
茸
芸
eit)

(ebd.)

に
よ
っ
て
超
克
さ
れ
る
。

さ
て
、
右
記
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ニ
ー
チ
ェ
自
身
が
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ

ー
や
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
影
響
下
に
あ
っ
て
も
、
本
来
的
な
独
自
性

を
有
し
て
い
た
と
い
う
自
己
認
識
は
、
「
自
由
精
神
」
へ
と
発
展
す
る

「
縛
ら
れ
た
精
神
」
が
、
そ
も
そ
も
「
自
由
精
神
」
へ
と
生
成
す
る
類
型

の
内
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
対
応
関
係
に
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ニ

ー
チ
ェ
の
、
「
自
己
＇
欺
職
」
の
超
克
の
過
程
と
、
「
縛
ら
れ
た
精
神
」
が
、

自
己
に
対
す
る
支
配
的
な
諸
価
値
を
超
克
し
、
や
が
て
「
自
由
精
神
」
へ

と
至
る
と
い
う
過
程
と
が
対
応
関
係
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
「
自
由
精
神
」
の
発
展
史
で
あ
る
「
病
気
」
か
ら
、
そ
の
「
快
癒
」

を
経
て
、
「
大
い
な
る
健
康
」
へ
と
到
達
す
る
道
程
と
、
ニ
ー
チ
ェ
の
思

惟
の
道
程
と
が
符
合
す
る
の
で
あ
る
。

ニ
ー
チ
ェ
は
、
「
自
由
精
神
」
の
よ
う
に
、
「
病
気
」
か
ら
の
「
快
癒
」

を
経
て
、
「
大
い
な
る
健
康
」
へ
と
至
る
過
程
に
、
「
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」
に
対

す
る
根
本
的
な
治
療
(
K
目
）
を
見
る

(vgl.MAI 
,S.19.)
。

「
人
間
的
、
あ
ま
り
に
人
間
的
』
第
二
巻
の
序
文
は
、
「
沈
黙
が
許
さ

、
、
、
、
、
、

れ
な
い
と
こ
ろ
で
の
み
、
語
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
超
克
し
て
し
ま

っ
た
も
の
に
つ
い
て
の
み
語
る
べ
き
で
あ
る
」

(MAII ,
S
.
3
6
9
.
)

と
い
う

言
葉
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
ニ
ー
チ
ェ
は
、
す
で
に
多
く
の
も
の
を
自
身

の
下
に
（
目
ter
旦
r)

し
て
お
り
、
ま
た
、
自
己
の
著
作
は
、
常
に
ニ
ー

チ
ェ
自
身
の
「
背
後
」

(,,Hinter白
団
）
に
つ
い
て
語
る
も
の
と
み
な
す
。

『
人
間
的
、
あ
ま
り
に
人
間
的
』
第
一
巻
の
序
文
で
、
ニ
ー
チ
ェ
が
「
自

由
精
神
」
を
、
鳥
の
「
眼
」
を
持
つ
も
の
と
表
現
し
て
い
た
こ
と
を
想
起

し
よ
う
。
超
克
さ
れ
た
も
の
を
下
方
に
、
背
後
に
見
る
と
い
う
こ
と
は
、

か
つ
て
の
自
己
自
身
を
「
上
方
か
ら
」
俯
廠
す
る
遠
近
法
の
獲
得
を
意
味

し
て
い
る
。

ま
た
ニ
ー
チ
ェ
は
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
音
楽
を
「
ロ
マ
ン
主
義
的
ペ
シ

ミ
ズ
ム
」
の
芸
術
の
一
形
態
と
み
な
し
、
こ
れ
を
克
服
す
る
こ
と
に
よ
っ

自
己
超
克
『
人
間
的
、
あ
ま
り
に
人
間
的
」
第
二
巻
の

序
文
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「
悲
劇
の
誕
生
」
に
付
さ
れ
た
「
自
己
批
判
の
試
み
」
に
は
、
ニ
ー
チ

ェ
が
こ
の
著
作
に
お
い
て
見
出
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
、
多
く
の
疑
問

符
と
と
も
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
「
自
己
批
判
の
試
み
」
は
、
『
悲
劇
の
誕

生
』
執
筆
当
時
、
こ
の
著
作
中
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の

歴
史
的
進
展
に
関
す
る
論
述
が
、
い
か
な
る
諸
問
題
を
基
調
と
し
て
執
筆

生

の

光

学

『

悲

劇

の

誕

生

』

み」

て
考
察
さ
れ
て
い
る
。

の

「
自
己
批
判
の
試

て
、
「
あ
ら
ゆ
る
ロ
マ
ン
主
義
的
な
虚
偽
性
の
反
対
で
あ
る
、
あ
の
勇
敢

な
ペ
シ
ミ
ズ
ム
ヘ
の
道
を
再
び
発
見
し
た
」

0n戸
S.373.)
と
語
る
。
ニ

ー
チ
ェ
自
身
が
、
「
病
気
」
と
し
て
「
罹
患
」

(
E
r
k
r
a
n
k
u
n
g
)

(MA II ,S.371.)
し
て
い
た
と
認
め
る
の
は
、
そ
う
し
た
「
ロ
マ
ン
主
義

そ
の
も
の
の
最
も
危
険
な
形
式
」

(ebd.)

で
あ
り
、
『
人
間
的
、
あ
ま
り

に
人
間
的
』
第
一
巻
、
第
二
巻
は
、
い
ず
れ
も
、
そ
れ
に
対
す
る
「
反
ロ

、
、
、
、
、
、

マ
ン
主
義
的
な
自
己
療
法
」
（
自
e

目
曰
o
m
a
n
t
i
s
c
h
e
S
e
l
b
s
t
b
e
h
a
n
d
l
目
g)

(e巨
）
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ニ
ー
チ
ェ
が
超
克

し
た
も
の
と
は
、
「
ロ
マ
ン
主
義
的
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」
に
「
罹
患
」
し
て
い

た
、
ニ
ー
チ
ェ
自
身
に
他
な
ら
な
い
。
「
ロ
マ
ン
主
義
的
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」

と
対
立
す
る
「
勇
敢
な
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」
と
は
何
か
。
「
自
己
批
判
の
試
み
」

に
お
い
て
、
こ
う
し
た
「
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」
が
、
よ
り
主
題
的
な
も
の
と
し

さ
れ
た
も
の
な
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ニ
ー
チ
ェ
の
捉
え
た
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
と
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
の
悲
劇
芸
術
の
起
源
と
展
開
に
お

け
る
問
題
、
つ
ま
り
ギ
リ
シ
ア
人
と
「
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」
の
関
係
と
い
う

「
生
存
の
価
値
に
関
す
る
大
い
な
る
疑
問
符
」

(GT,S.12.)

で
あ
り
、
ま

た
彼
が
初
め
て
問
題
的
な

(problematisch)

も
の
と
し
て
、
疑
わ
し
い

(fra婆
角
居
）
も
の
と
し
て
捉
え
た
と
い
う
、
ひ
と
つ
の
新
し
い
問
題
、

ヽ

ヽ

(
4
)

す
な
わ
ち
「
学
問
そ
の
も
の
の
問
題
」

(
G
T
,
S
.
 
13.)

に
関
わ
る
問
い
で

『
悲
劇
の
誕
生
」
の
冒
頭
に
添
え
ら
れ
た
「
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ヴ
ァ
ー
グ

ナ
ー
に
捧
げ
る
序
言
」
(
-
八
七
一
年
執
筆
）
に
お
い
て
、
ニ
ー
チ
ェ
は

芸
術
を
「
生
の
最
高
の
課
題
」
と
し
、
「
こ
の
生
の
本
来
的
に
形
而
上
学

的
な
活
動
」
（
烏
eigentlich
m
e
t
a
p
h
y
s
i
s
c
h
e
 Tatigkeit dieses L
e
b
e
n
s
)
 

(GT,S.24.)

と
規
定
し
て
い
る
。

ニ
ー
チ
ェ
は
、
「
自
己
批
判
の
試
み
」
(
-
八
八
六
年
）
で
、
「
悲
劇
の

誕
生
』
に
お
い
て
捉
え
た
の
は
、
「
新
し
い
問
題
」
と
し
て
の
学
問
、
つ

ま
り
「
学
問
そ
の
も
の
の
問
題
」
で
あ
っ
た
と
し
、
学
問
が
芸
術
、
生
と

の
関
連
に
お
い
て
捉
え
直
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
「
学
問
の
問
題
は
学
問

の
土
台
の
上
で
認
識
さ
れ
得
な
い
」

(GT,S.13.)

こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
。
こ
こ
か
ら
、
「
学
問
を
芸
術
家
の
光
学
の
も
と
に
見
て
、
芸
術
を
生

、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
光
学
の
も
と
に
見
る
」

(
G
T
,
S
.
1
4
.
)
と
い
う
命
題
が
導
き
出
さ
れ
る
。

(

-

）

 

あ
る
。

学
問
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(
w
o
h
e
r
)
」

、
、
、
、

学
問
、
芸
術
の
根
底
に
「
生
の
光
学
」
が
設
定
さ
れ
、
学
問
と
芸
術
の

、
、
、
、

「
光
学
」
が
「
生
の
光
学
」
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
と
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
学
間
と
芸
術
は
、
相
互
に
異
他
的
、
対
立
的
領
域
に
属
す
る
、
個
別

的
な
問
題
と
し
て
把
握
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
両
者
が
根
本
的
に
属
し
て

い
る
生
と
い
う
共
通
の
基
盤
か
ら
理
解
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ー
チ
ェ
に
と
っ

、
、
、
、
、

て
、
「
理
論
的
人
間
の
類
型
」

(der
T
y
p
u
s
 des theoretischen M
e
n
s
c
h
e
n
)
 

(GT,S.98.)

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
論
理
を
徹
底
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
「
真
な
る
認
識
を
仮
象
と
虚
偽
（
庁

m目
1
)

か
ら
選
り

分
け
る
」

(GT,S.100.)

こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
み
な
す
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス

ト
で
あ
る
。
学
問
的
営
為
に
お
い
て
は
、
真
な
る
認
識
が
、
仮
象
や
虚
偽

よ
り
も
一
層
価
値
の
高
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
し
か
し
芸
術
に
お
い
て

は
、
仮
象
や
虚
偽
も
、
苦
悩
を
学
ん
だ
生
を
救
い
だ
し
、
肯
定
す
る
た
め

、
、
、
、

に
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
「
生
の
光
学
」
と
は
、
こ
う
し
て
、
学
問
と
芸

術
が
、
生
に
お
い
て
、
い
か
な
る
価
値
の
序
列
を
形
成
し
て
い
る
の
か
を

問
う
遠
近
法
的
観
点
を
表
す
。

し
た
が
っ
て
、
ニ
ー
チ
ェ
が
『
悲
劇
の
誕
生
」
に
お
い
て
捉
え
た
と
い

う
「
新
し
い
問
題
」
と
し
て
の
学
問
は
、
「
生
の
症
候

(
S
百
1ptom)

と

し
て
み
れ
ば
、
そ
も
そ
も
何
を
意
味
す
る
の
か
。
あ
ら
ゆ
る
学
問
は
|
|
_

、
、
、
、

何
の
た
め
に

(
w
o
z
u
)
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
ど
こ
か
ら

(GT,S.12.)
生
ず
る
の
か
と
問
わ
れ
る
。

（
二
）
芸
術

「
自
己
批
判
の
試
み
」
に
お
い
て
問
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、
た
だ
学
問

の
問
題
に
留
ま
ら
な
い
。
芸
術
も
ま
た
、
問
題
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
い
る
。
芸
術
の
問
題
は
、
な
ぜ
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
が
、
悲
劇
を
、
芸

術
を
必
要
と
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
符
の
も
と
に
、
「
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」
と

い
う
概
念
を
媒
介
に
し
て
展
開
さ
れ
る
。

「
生
存
の
価
値
に
関
す
る
大
い
な
る
疑
問
符
が
こ
れ
に
よ
っ
て
ど
こ
に

、
、
、
、

つ
け
ら
れ
て
い
た
か
が
推
測
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ペ
シ
ミ
ズ
ム
は
必
然
的
に
、

没
落
、
衰
退
、
出
来
損
な
い
、
疲
労
し
弱
ま
っ
た
本
能
の
徴
候
（
粽
ichen)

な
の
だ
ろ
う
か
。
・
・
・
わ
れ
わ
れ
〈
現
代
の
〉
人
間
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

に
お
け
る
よ
う
に
。
強
さ
の
ペ
シ
ミ
ズ
ム

(
P
e
s
s
i
m
i
s
m
u
s
der Starke) 

が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
。
幸
福
か
ら
の
、
満
ち
あ
ふ
れ
る
健
康
か
ら

の
、
生
存
の
充
実

(
F自
e)

か
ら
の
、
生
存
の
酷
薄
さ
、
恐
れ
、
悪
、
問

題
的
な
も
の
に
対
す
る
、
知
的
傾
倒
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
。
ひ
ょ

っ
と
す
る
と
、
過
剰

(Ueberfiille)

そ
の
も
の
に
お
け
る
苦
悩
が
存
在
す

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

(GT,S.12.)
。

一
般
に
、
「
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」
と
は
、
苦
悩
の
体
験
か
ら
、
人
生
に
対
し

て
絶
望
や
倦
怠
の
気
分
を
抱
く
状
態
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
し
か
し
、
右

記
の
引
用
か
ら
、
「
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」
は
必
ず
し
も
、
没
落
や
衰
退
を
意
味

す
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
お
り
、
「
強
さ
の
ペ
シ

ミ
ズ
ム
」
と
い
う
、
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
た
「
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」
の
存
在
が

示
唆
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」
は
、
「
徴
候
」
と
し
て
捉
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え
ら
れ
、
生
理
学
的
用
語
法
に
基
づ
く
述
語
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
「
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」
が
、
ニ
ー
チ
ェ
の
場
合
、
特
定
の
生
理
学
的

状
態
の
表
出
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
悦
ば
し
き
学
問
』
に
お
い
て
ニ
ー
チ
ェ
は
、
あ
ら
ゆ
る
芸
術
を
、

「
成
長
し
闘
争
し
て
い
る
生
の
た
め
に
働
く
治
療
薬
や
補
助
手
段
」

(
F
W
,
S
.
6
2
0
.
)

と
み
な
す
。
す
な
わ
ち
、
芸
術
は
、
生
の
苛
烈
な
成
長
と

闘
争
お
い
て
、
必
然
的
に
つ
き
ま
と
う
苦
悩
を
救
済
す
る
役
割
を
果
た
す
。

し
か
し
、
こ
の
苦
悩
を
経
験
す
る
者
に
は
、
二
つ
の
類
型
が
存
在
す
る
。

、
、
、
、

第
一
に
は
、
「
生
の
過
剰
」
盆
e
Ueberliille des L
e
b
e
n
s
)
に
お
い
て
苦
悩

、
、
、
、
、

す
る
者
で
あ
り
、
第
二
に
は
、
「
生
の
貧
弱
化
」
(
d
i
e
V
e
r
a
r
m
u
n
g
 des 

ご
汀
n
s
)
に
お
い
て
苦
悩
す
る
者
で
あ
る

(
v
g
l
.
F
W
,
S
.
6
2
0
.
)
。
ニ
ー
チ
ェ

は
、
前
者
が
生
み
出
す
芸
術
を
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」
の

芸
術
、
後
者
が
生
み
出
す
芸
術
を
「
ロ
マ
ン
主
義
的
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」
の
芸

術
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。

、

、

、

、

、

、

、

、

、

「
生
の
貧
弱
化
」
お
よ
び
「
生
の
過
剰
」
が
何
を
意
味
す
る
か
は
、

「
こ
こ
で
創
造
的
に
な
っ
て
い
る
の
は
飢
餓
な
の
か
、
あ
る
い
は
過
剰
な

の
か
」

(
F
W
,
S
.
6
2
1
.
)

と
い
う
問
い
に
お
い
て
示
さ
れ
る
。
こ
の
問
い
は
、

苦
悩
者
が
、
芸
術
を
「
何
の
た
め
に
」
必
要
と
し
て
い
る
か
、
そ
の
芸
術
，

は
「
ど
こ
か
ら
」
生
じ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
い
に
換
言
で
き
る
。
生

に
は
苦
悩
が
必
然
的
に
伴
う
と
い
う
ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
洞
察
の
も
と

で
、
苦
悩
す
る
者
が
、
苦
悩
を
乃
子
ん
だ
生
を
留
保
な
し
に
肯
定
し
、
さ
ら

に
、
苦
悩
を
生
の
刺
激
剤
と
し
て
の
芸
術
へ
と
昇
華
さ
せ
る
だ
け
の
「
強

さ
」
を
持
っ
た
者
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
生
が
苦
悩
を
学
ん
で
い
る

ゆ
え
に
、
生
か
ら
の
逃
避
を
欲
求
す
る
よ
う
な
麻
酔
剤
と
し
て
の
芸
術
を

創
り
上
げ
る
の
か
。
こ
こ
に
、
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」
と

「
ロ
マ
ン
主
義
的
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」
と
の
決
定
的
な
差
異
が
存
在
す
る
。
「
デ

、
、
、
、

ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」
は
、
「
生
の
過
剰
」
に
お
い
て
苦
悩
す

る
と
い
う
点
で
、
「
自
己
批
判
の
試
み
」
に
お
い
て
表
現
さ
れ
た
「
強
さ

の
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」
に
合
致
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」
は
、

生
の
力
の
上
昇
の
徴
候
で
あ
る
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」
お

よ
び
「
強
さ
の
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」
と
、
そ
れ
に
対
し
て
生
の
力
の
下
降
の
徴

候
で
あ
る
「
ロ
マ
ン
主
義
的
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」
と
い
う
、
相
反
し
た
ベ
ク
ト

ル
を
持
っ
た
も
の
に
区
別
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
悲
劇
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
の
か
。
「
悲
劇
は
ど
こ

か
ら
由
来
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
快
感
か
ら
、

力
か
ら
、
溢
れ
る
健
康
か
ら
、
は
な
は
だ
し
い
充
実
か
ら
で
は
な
い
か
。

生
理
学
的
に
問
う
と
、
悲
劇
的
な
芸
術
と
喜
劇
的
な
芸
術
と
が
生
じ
た
あ

の
狂
気
は
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
狂
気
は
、
ど
ん
な
意
味
を
持
つ
の
か
。

ど
う
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
狂
気
は
、
退
化
の
、
没
落
の
、
末
期
的
な

文
化
の
症
候
と
は
限
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
お
そ
ら
く
精
神
科
医

に
対
す
る
問
い
だ
が
健
康
の
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い

か」

(
G
T
,
S
.
1
6
.
)

。

ニ
ー
チ
ェ
は
、
学
問
と
同
様
に
、
芸
術
（
悲
劇
）
を
、
こ
の
よ
う
に
生

、
、
、

理
学
的
「
症
候
」
と
し
て
捉
え
る
。
生
理
学
的
「
症
候
」
は
、
「
生
の
光
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学
」
に
基
づ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
芸
術
が
、
生
を
ど
れ
ほ
ど
促
進
す
る
か
を

示
す
指
標
で
あ
る
。

(

-

I

一
）
「
形
而
上
学
的
慰
め
」
に
対
す
る
自
己
批
判

『
悲
劇
の
誕
生
』
の
本
文
中
(
-
八
七
二
年
）
に
お
い
て
示
さ
れ
る
、

悲
劇
の
最
も
重
要
な
作
用
と
は
、
「
現
象
の
あ
ら
ゆ
る
変
転
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
事
物
の
根
底
に
お
け
る
生
は
、
破
壊
し
が
た
く
、
強
大
で
、
喜
び

に
満
ち
て
い
る
」

(GT,S.56.)

と
い
う
認
識
を
も
た
ら
し
、
個
別
化
さ
れ

た
有
限
的
な
生
の
う
ち
に
限
界
づ
け
ら
れ
た
存
在
と
し
て
の
わ
れ
わ
れ
人

間
に
対
し
て
「
形
而
上
学
的
慰
め
」

(der
metaphysische Trost) 
(ebd.) 

を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
悲
劇
は
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
的
な
も
の
」

(das

Sokratische)

と
い
う
、
学
問
的
衝
動
の
登
場
に
よ
っ
て
死
を
迎
え
る
が
、

ニ
ー
チ
ェ
は
、
「
現
代
ド
イ
ツ
音
楽
」
、
と
り
わ
け
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
音
楽

に
、
悲
劇
の
再
生
を
見
出
し
、
そ
れ
と
共
に
開
始
さ
れ
る
「
悲
劇
的
文
化
」

を
予
感
し
た
。
そ
の
文
化
で
は
、
わ
れ
わ
れ
の
生
の
世
界
の
根
底
に
あ
る
、

よ
り
根
源
的
な
生
の
世
界
を
認
識
す
る
こ
と
が
最
高
の
目
標
と
さ
れ
る
。

「
悲
劇
的
文
化
」
に
属
す
る
人
間
は
、
世
界
の
全
体
像
の
内
に
存
す
る

「
永
遠
の
苦
悩
」

(
gs
 ewige Leiden)

を
認
識
す
る
。
悲
劇
は
、
そ
う
い

っ
た
苦
悩
を
自
己
自
身
の
苦
悩
と
し
て
体
験
す
る
者
を
救
済
す
る
、
「
形

而
上
学
的
慰
め
の
芸
術
」
（
合
e
K
u
n
s
t
 d
e
s
 m
e
t
a
p
h
y
s
i
s
c
h
e
n
 Trostes) 

(GT,S.119.)

と
い
う
意
味
を
担
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
自
己
批
判
の
試
み
」
に
お
い
て
、
『
悲
劇
の
誕
生
」
で
「
悲

劇
の
再
生
」
を
も
た
ら
す
も
の
と
さ
れ
た
「
現
代
ド
イ
ツ
音
楽
」
は
、
徹

頭
徹
尾
、
非
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
音
楽
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
ニ
ー
チ
ェ
は
、
『
悲
劇
の
誕
生
』
を
も
、
ロ
マ
ン
主
義
の
書
と
し
、
批

判
を
加
え
て
い
る

(vgl.GT,S.21.)
。
そ
れ
と
並
ん
で
、
悲
劇
お
よ
び
芸

術
を
「
形
而
上
学
的
慰
め
」
と
し
て
規
定
し
、
そ
う
し
た
形
で
救
済
を
求

め
る
態
度
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
、
そ
し
て
、
な
ぜ

否
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ニ
ー
チ
ェ
は
「
自
己
批
判
の
試
み
」
に
お
い
て
、
『
悲
劇
の
誕
生
』
本

文
中
の
、
「
悲
劇
的
文
化
」
に
関
す
る
個
所
の
テ
ク
ス
ト
を
引
用
し
た
後
、

つ
ぎ
よ
う
に
述
べ
る
。

、

、

、

、

、

、

「
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
終
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
君
た
ち
が
そ
の
よ

う
に
終
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
、
上
で
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、

〈
慰
め
ら
れ
て
〉
、
真
剣
と
恐
怖
と
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
自
己
教
育
に
も

か
か
わ
ら
ず
〈
形
而
上
学
的
に
慰
め
ら
れ
て
〉
終
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、

、
、
、
、
、
、
、

要
す
る
に
、
ロ
マ
ン
主
義
者
た
ち
の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
的
に
終
わ
る

と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
起
こ
り
そ
う
で
あ
る
。
だ
め
な
の
だ
！
」

(GT,S.22.)
。
こ
の
引
用
に
お
い
て
、
ロ
マ
ン
主
義
者
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
教

的
な
も
の
に
共
通
す
る
「
形
而
上
学
的
慰
め
」
を
希
求
す
る
態
度
は
否
定

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

「
自
己
批
判
の
試
み
」
に
お
い
て
、
ニ
ー
チ
ェ
は
キ
リ
ス
ト
教
を
「
生

、
、
、
、
、
、
、

に
敵
対
的
な
も
の
」

(
g
s
灯
bensfeindliche)
、
「
生
に
対
す
る
生
の
嫌
悪

と
倦
怠
」

(Ekel
u
n
d
 Ueberdruss des L
e
b
e
n
s
 a
m
 Leben)

な
ど
と
表
現
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す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
キ
リ
ス
ト
教
は
「
〈
別
の
〉
生
、
あ
る
い
は
、

り
善
い
〉
生
」

(n
目
deres"
L
e
b
e
n
 oder ,,besseres" Leben)
を
設
定
し
、

苦
悩
を
伴
う
現
世
に
対
し
て
苦
悩
の
な
い
彼
岸
的
世
界
こ
そ
、
真
の
世
界

と
す
る
。
一
方
、
ロ
マ
ン
主
義
に
つ
い
て
は
、
酔
わ
せ
る
も
の

(Berauschendes)

で
あ
る
と
同
時
に
朦
朧
と
さ
せ
る
も
の

(Benebelndes)
と
し
て
、
一
種

の
麻
酔
剤

(N包
kotikum)
と
し
て
規
定
さ
れ
る
(vgl.GT,
S.21.)
。
こ
こ

で
の
酔
わ
せ
る
も
の
や
麻
酔
剤
が
酪
酎
状
態
を
も
た
ら
す
と
し
て
も
、

「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
も
の
」
が
、
「
ア
ポ
ロ
的
な
も
の
」
の
「
個
体
化

の
原
理
」

(principium
individua g
 
nis)
を
打
ち
破
る
こ
と
に
よ
っ
て
生

じ
る
「
陶
酔
」
（
否
usch)
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ

ス
的
な
も
の
」
が
導
く
「
陶
酔
」
は
、
根
源
的
な
生
の
象
徴
、
す
な
わ
ち
、

真
に
＇
存
在
す
る
者

(gs
 Wahrhaft'Seiende)

あ
る
い
は
根
源
的
＇
一
者

(das U
r
 ,
 
Eine)

と
触
れ
合
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
に
対
し
て
、
ロ
マ
ン

主
義
の
酪
酎
状
態
と
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
場
合
、
現
実
的
な
世
界
か
ら
遊
離

し
た
芸
術
世
界
へ
と
逃
避
的
に
耽
溺
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

だ
が
、
ニ
ー
チ
ェ
は
、
『
悲
劇
の
誕
生
」
に
お
い
て
、
未
だ
、
生
を
個

別
的
有
限
的
な
も
の
と
根
源
的
な
も
の
と
の
区
別
に
お
い
て
捉
え
、
「
形

而
上
学
的
慰
め
」
を
希
求
し
て
い
る
態
度
に
、
こ
う
し
た
ロ
マ
ン
主
義
的
、

キ
リ
ス
ト
教
的
な
態
度
と
混
同
さ
れ
う
る
も
の
を
見
出
し
、
自
己
を
批
判

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
ロ
マ
ン
主
義
者
た
ち
の
よ
う
に
終
わ
る
」
こ
と
と
、
「
キ

〈よ

、
、
、
、
、
、

リ
ス
ト
教
的
に
終
わ
る
」
と
い
う
こ
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
後
者
の
方

が
隔
字
体
で
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。
悲
劇
の
も
た
ら
す

「
形
而
上
学
的
な
慰
め
」
は
キ
リ
ス
ト
教
的
な
も
の
と
の
関
係
へ
と
、
よ

り
重
心
が
置
か
れ
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
キ
リ

ス
ト
教
の
問
題
は
、
『
悲
劇
の
誕
生
』
に
お
い
て
は
、
全
く
と
い
っ
て
い

い
ほ
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、
「
自
己
批
判

の
試
み
」
に
お
い
て
強
調
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
し
か
し
私
の
書
物
に
お
い
て
、
私
が
今
や
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー

の
定
式
で
も
っ
て
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
予
感
を
曖
味
に
し
、
台
無
し

に
し
た
こ
と
以
上
に
残
念
に
思
う
、
何
か
一
層
悪
い
も
の
が
あ
る
。
つ
ま

、
、
、

り
、
私
が
そ
も
そ
も
、
私
に
と
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
、
壮
大
な
ギ
リ
シ

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

ア
的
問
題
を
、
最
も
近
代
的
な
事
柄
の
混
入
に
よ
っ
て
台
無
し
に
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
」

(GT,S.20.)
。

ニ
ー
チ
ェ
に
と
っ
て
近
代

(
M
2e
m
e
)
と
は
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
的
な
も

の
」
に
端
を
発
す
る
学
問
が
権
勢
を
ふ
る
う
世
界
で
あ
る
。
『
悲
劇
の
誕

生
』
に
お
い
て
、
近
代
に
お
け
る
学
問
の
最
も
輝
か
し
い
成
果
は
、
ニ
ー

チ
ェ
に
と
っ
て
は
、
カ
ン
ト
や
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
に
代
表
さ
れ
る

「
ド
イ
ツ
哲
学
」
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
「
自
己
批
判
の
試
み
」
執
筆
当
時
の
、

一
八
八
五
年
秋
か
ら
一
八
八
六
年
秋
ま
で
の
「
遺
稿
」
で
は
、
「
諸
哲
学

の
根
本
的
な
相
違
の
背
後
に
は
、
信
条
と
い
う
あ
る
種
の
同
質
性
が
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、

つ
ま
り
道
徳
的
な
背
後
の
意
図

(moralische
Hinterabsicht)

に
よ
る
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

よ
り
明
確
に
は
、
大
衆
向
き
の
理
想
に
よ
る
、
無
意
識
の
導
き
が
あ
る
こ
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、
、
、
、
、
、
、
、

キ
リ
ス
ト
教
が
「
生
に
敵
対
的
な
も
の
」
で
あ
り
、
か
つ
生
存
に
お
げ

る
苦
悩
の
ゆ
え
に
彼
岸
的
世
界
を
設
定
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
た
の
に
対

し
、
本
章
の
（
二
）
に
お
い
て
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」
が
、

生
が
苦
悩
を
伴
う
も
の
と
認
識
し
た
上
で
、
生
を
肯
定
す
る
も
の
と
し
て

捉
え
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
道
徳
と
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス

的
な
も
の
」
は
根
本
的
な
対
立
関
係
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
自
己
批
判

の
試
み
」
に
お
い
て
‘
「
|
|
と
い
う
の
は
、
誰
が
反
キ
リ
ス
ト
者
の
正

し
い
名
前
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
ー
|
表
3

る
ギ
リ
シ
ア
の
神
の
名
を
用

い
て
、
つ
ま
り
私
は
そ
れ
〔
芸
術
的
か
つ
反
キ
リ
ス
ト
教
的
な
教
説
や
評

、
、
、
、
、
、
、
、
、

価
〕
を
〈
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
〉
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
」
(GT,S.19.)
と、

「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
も
の
」
に
、
非
道
徳
的
（
目
moralisch)
、
反
道

る。 と
°
|
|
し
た
が
っ
て
、
道
徳
の
問
題
は
認
識
論
の
問
題
よ
り
ラ
デ
ィ
カ

ル
で
あ
る
と
い
う
こ
と
」

(NF,KSA.12,S.155.)

と
考
察
し
、
哲
学
と
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、

う
学
間
的
衝
動
が
「
道
徳
的
な
背
後
の
意
図
」
に
基
づ
く
と
み
な
し
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
形
而
上
学
的
慰
め
」
に
対
す
る
批
判
は
、
キ
リ
ス
ト

教
道
徳
に
対
す
る
批
判
を
も
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

ニ
ー
チ
ェ
は
「
自
己
批
判
の
試
み
」
に
お
い
て
、
『
悲
劇
の
誕
生
』
が
、

徹
頭
徹
尾
「
芸
術
家
＇
形
而
上
学
」
で
あ
る
に
せ
よ
、
「
芸
術
家
＇
形
而
上
学

に
お
い
て
本
質
的
な
こ
と
は
、
そ
れ
が
す
で
に
、
将
来
あ
ら
ゆ
る
危
険
を

、
、
、
、

お
か
し
て
生
存
の
道
徳
的
な
解
釈
と
意
義
深
さ
に
対
し
て
抵
抗
す
る
だ
ろ

う
、
あ
る
精
神
を
ひ
そ
か
に
示
し
て
い
る
」

(GT,S.17.)
と
主
張
し
て
い

四
道
徳
に
対
す
る
批
判
「
曙
光
』
の
序
文

徳
的
（
旦
dermoralisch)

な
も
の
と
し
て
の
地
位
が
付
与
さ
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
『
悲
劇
の
誕
生
』
で
の
芸
術
と
い
う
美
的
な
世
界
解
釈

に
基
づ
く
、
世
界
の
肯
定
的
把
握
に
対
立
す
る
最
も
巨
大
な
敵
と
し
て
現

れ
る
の
は
、
ニ
ー
チ
ェ
に
と
っ
て
、
も
は
や
学
問
で
は
な
く
、
道
徳
な
の

で
あ
る
。
芸
術
が
、
道
徳
と
対
立
す
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
る
と
き
、

ニ
ー
チ
ェ
は
、
「
生
の
光
学
に
お
い
て
見
る
と
~
徳
と
は
何
を
意
味

す
る
の
か
」

(GT,S.17.)
と
問
う
。

『
曙
光
』

(Morgenrote)

の
副
題
は
、
「
道
徳
的
な
先
入
見
に
関
す
る

思
想
」
（
印

g
品
e
n
tiber die moralischen Vorurtheile)

で
あ
る
。
ま
た
、

ニ
ー
チ
ェ
は
『
こ
の
人
を
見
よ
』
に
お
い
て
、
「
こ
の
本
〔
曙
光
〕
を
も

っ
て
私
の
道
徳
に
対
す
る
撲
滅
運
動

(
F
e
l
d
z
u
g
)

が
始
ま
る
」

(EH,S.329.)
と
評
価
し
て
い
る
。
ニ
ー
チ
ェ
は
、
過
去
の
哲
学
者
た
ち
の

、
、
、
、
、

哲
学
的
営
為
の
根
底
に
潜
む
道
徳
的
価
値
評
価
、
つ
ま
り
「
道
徳
へ
の
信

(
5
)
 

頼」

(Vertrauen
z
u
r
 Moral) 
(M,S.12.)

を
つ
き
崩
す
こ
と
を
試
み
る
。

ニ
ー
チ
ェ
に
よ
れ
ば
、
道
徳
は
、
従
来
哲
学
者
た
ち
を
誘
惑
し
て
き
た

と
し
、
カ
ン
ト
も
「
道
徳
の
誘
惑
」

(die
V
e
r
f
菩
r
u
n
g
d
e
r
 M
o
r
a
l
)
 

(M,S.13.)

に
囚
わ
れ
て
い
た
と
す
る
。
ニ
ー
チ
ェ
は
、
カ
ン
ト
が
、
自

然
や
歴
史
が
徹
底
的
な
非
道
徳
性
を
表
し
て
い
る
「
に
も
か
か
わ
ら
ず
」

（日
0
gd
e
m
 <lass)
、
す
な
わ
ち
、
道
徳
が
自
然
と
歴
史
に
よ
っ
て
証
明
さ
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れ
る
か
ら
で
は
な
く
、
道
徳
が
自
然
と
歴
史
に
よ
っ
て
絶
え
ず
異
議
を
と

な
え
ら
れ
る
「
に
も
か
か
わ
ら
ず
」
、
道
徳
を
信
じ
た
と
解
釈
す
る

(vgl.M,S.14£.)
。
こ
の
「
に
も
か
か
わ
ら
ず
」
と
い
う
接
続
詞
は
、
互
い

に
矛
盾
し
あ
う
は
ず
の
事
柄
を
結
び
つ
け
る
語
法
で
あ
り
、
こ
こ
に
「
道

徳
的
狂
信
の
思
想
」

(der
G
e
d
a
n
k
e
 des moralischen Fanatismus) 
(M, 

S
.
1
4
.
)

が
見
出
さ
れ
る
。
ま
た
ニ
ー
チ
ェ
は
、
こ
の
「
に
も
か
か
わ
ら
ず
」

、
、
、

が
、
「
不
合
理
な
る
が
ゆ
え
に
わ
れ
信
ず
」

(M"S
.
1
5
.
)

と
い
う
標
語
に
よ

っ
て
、
ド
イ
ツ
人
た
ち
の
信
仰
心
を
魅
了
し
続
け
、
そ
れ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
に

お
い
て
も
、
「
ド
イ
ツ
的
論
理
学
」

(ebd.)

と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
と

、
、
、

解
釈
す
る
。
こ
う
し
て
、
ニ
ー
チ
ェ
は
、
「
論
理
的
価
値
判
断
は
、
わ
れ

わ
れ
の
猜
疑
の
勇
敢
さ
が
降
り
て
ゆ
く
こ
と
の
で
き
る
、
最
下
層
の
、
最

も
根
底
的
な
価
値
判
断
で
は
な
い
。
こ
の
判
断
の
妥
当
性
が
、
そ
れ
で
も

っ
て
成
立
し
た
り
倒
れ
た
り
す
る
理
性
へ
の
信
頼
は
、
信
頼
と
し
て
は
道

、
、
、

徳
的
な
現
象
で
あ
る
」

(e江
．
）
と
し
、
哲
学
に
お
け
る
理
性
へ
の
侶
頼
が
、

道
徳
的
な
由
来
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

そ
れ
で
は
、
道
徳
的
価
値
評
価
そ
の
も
の
は
、
一
体
何
に
対
し
て
価
値

を
有
す
る
の
か
。
「
遺
稿
」
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

「
わ
れ
わ
れ
の
価
値
評
価
と
道
徳
的
な
善
の
一
覧
表

(Gtitertafel)

そ
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

も
の
は
、
ど
ん
な
価
値
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
ら
の
支
配
に
お
い
て
何
が
露

、
、
、
、
、

見
す
る
の
か
。
誰
の
た
め
に
な
の
か
。
何
に
関
し
て
な
の
か
。
ー
|
答
え
、

、
、
、
、
、

生
に
対
し
て
で
あ
る
。
し
か
し
生
と
は
何
か
。
•
•
•
生
は
力
ヘ
の
意
志

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

(W巴
e
茸

Macht)

で
あ
る
。
価
値
評
価
そ
の
も
の
は
、
何
を
意
味
し
て

ニ
ー
チ
ェ
の
「
病
気
」
か
ら
の
「
快
癒
」
は
、
本
稿
第
一
章
で
、
「
自

由
精
神
」
の
辿
る
道
程
と
の
対
応
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
た
。
た
だ
し
、

『
悦
ば
し
き
学
問
』
の
序
文
に
お
い
て
、
ニ
ー
チ
ェ
は
、
「
し
か
し
、
わ
れ

わ
れ
は
ニ
ー
チ
ェ
氏
を
放
っ
て
お
こ
う
。
ニ
ー
チ
ェ
氏
が
再
び
健
康
に
な

っ
た
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
に
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
か
」

(
F
W
,
S
.
3
4
7
.
)
 

と
い
う
言
葉
で
も
っ
て
、
自
己
自
身
の
「
病
気
」
か
ら
の
「
快
癒
」
と
い

う
個
人
的
な
体
験
か
ら
、
「
健
康
と
哲
学
の
関
係
」

(ebd.)

の
問
題
へ
と

考
察
を
進
め
て
い
る
。

五

健

康

と

哲

学

と

の

関

係

『

悦

ば

し

き

学

問

」

文

、
、
、
、

い
る
の
か
。

の
序

・
・
・
価
値
評
価
は
ど
こ
で
〈
発
生
〉
し
た
の
か
。
あ
る
い

は
ど
こ
で
〈
発
生
〉
し
な
か
っ
た
の
か
。
答
え
、
道
徳
的
価
値
評
価
は
ひ

と
つ
の
解
釈
で
あ
り
、
解
釈
す
る
ひ
と
つ
の
方
式
で
あ
る
。
解
釈
そ
の
も

の
は
特
定
の
生
理
学
的
状
態
の
症
候
で
あ
り
、
同
様
に
、
支
配
し
て
い
る

、
、
、
、
、
、
、
、

判
断
の
、
特
定
の
精
神
的
レ
ベ
ル
の
症
候
で
あ
る
。
誰
が
解
釈
す
る
の
か
。

わ
れ
わ
れ
の
情
動
（
云
fekt)

で
あ
る
」
（
乙
り
,
K
S
A
.
1
2
,
S
.
1
6
1
.
)
。
こ

の
よ
う
に
、
生
は
明
確
に
「
力
ヘ
の
意
志
」
と
し
て
規
定
さ
れ
る
。
道
徳

的
価
値
評
価
を
含
む
、
あ
ら
ゆ
る
価
値
評
価
は
、
生
の
力
の
増
大
の
た
め

に
な
さ
れ
る
解
釈
で
あ
る
。
解
釈
自
身
は
、
特
定
の
生
理
学
的
「
症
候
」

と
し
て
表
出
す
る
の
で
あ
る
。
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前
章
で
、
哲
学
的
営
為
の
根
底
に
は
、
道
徳
的
価
値
評
価
が
潜
ん
で
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
が
、
ニ
ー
チ
ェ
は
、
哲
学
に
お
け
る
客
観
的
な
も

の
、
観
念
的
な
も
の
、
純
粋
に
＇
精
神
的
な
も
の

(Rein'Geistige)

を

「
生
理
学
的
欲
求
の
無
意
識
の
変
装
」

(die
u
n
b
e
w
u
s
s
t
e
 V
e
r
k
l
e
i
d
u
n
g
 

、
、
、
、
、

physiologischer Bedtirfnisse)
と
し
、
従
来
の
哲
学
を
、
「
肉
体
の
誤
解
」

(Missverstandniss des Leibes)
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
み

な
す
(vgl.FW,S.348.)
。
さ
ら
に
、
哲
学
者
に
着
想
を
与
え
た
も
の
は
「
病

気
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
問
い
、
従
来
の
哲
学
、
あ
る
い
は
形
而
上

学
に
、
「
特
定
の
肉
体
の
症
候
」

(e区
．
）
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
哲
学
の
う
ち
に
「
病
気
」
と
い
う

「
肉
体
の
症
候
」
を
見
出
す
視
点
は
、
ど
こ
か
ら
生
じ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ニ
ー
チ
ェ
は
、
「
病
気
」
に
由
来
す
る
苦
痛
を
「
大
い
な
る
苦
痛
」

(der

四
osse
Schrnerz)

と
表
現
し
、
「
精
神
の
究
極
の
解
放
者
」

(der
letzte 

、
、
、
、
、
、

Befreier d
e
s
 Geistes)
、
「
大
い
な
る
疑
惑
の
教
師
」

(der
Lehnneister 

des grossen Verdachtes) 
..lJ,....)
て
応
盗
直
づ
け
て
い
る

(vgl.FW,S.350.)
。

「
大
い
な
る
苦
痛
」
と
は
、
「
自
由
精
神
」
へ
の
道
程
に
お
け
る

「
大
い
な
る
解
放
」
の
よ
う
に
ー
|
そ
も
そ
も
従
来
哲
学
さ
れ
て
き
た
全

て
の
も
の
を
見
晴
ら
し
（
巨
1sehen)
、
そ
れ
ら
が
い
か
な
る
価
値
評
価
の

も
と
に
存
立
し
て
い
る
の
か
を
見
や
る
、
遠
近
法
的
観
点
へ
と
も
た
ら
す

も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
哲
学
は
、
「
多
数
の
健
康
を
通
過
し
た
、
ま

た
、
繰
り
返
し
通
過
し
て
い
る
哲
学
者
は
、
同
じ
く
ら
い
多
数
の
哲
学
を

も
通
り
抜
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。
•
•
•
こ
の
変
容
の
術
は
、
ま
さ
に
哲

注

ニ
ー
チ
ェ
の
著
作
・
遺
稿
か
ら
の
引
用
は
、
下
記
の
全
集
に
拠
っ
た
。
な
お
、
引
用

し

た

ド

イ

ツ

語

は

、

下

記

の

全

集

の

古

い

書

体

の

ま

ま

記

し

た

。

N
i
e
t
z
s
c
h
e
,
F
r
i
e
d
r
i
c
h
:
S
d
m
t
l
i
c
h
e
 W
e
r
k
e
,
 
K
r
i
t
i
s
c
h
e
 S
t
u
d
i
e
n
a
u
s
g
a
b
e
 in 
1
5
 

E
i
n
z
e
l
b
a
n
d
e
n
(
K
S
A
.
 と
略
記
す
る
）
＂hrsg.v• 

G.Colli u
n
d
 M
.
M
o
n
t
i
n
a
r
i
,
D
e
u
t
s
c
h
e
r
 

T
a
s
c
h
e
n
b
u
c
h
 V
e
r
l
a
g
 d
e
 G
r
e
y
t
e
r
,
B
e
r
l
i
n
/
N
e
w
 Y
o
r
k
,
1
9
8
8
.
 

本
文
中
の
引
用
個
所
に
は
、
著
書
名
の
略
記
・
頁
数
を
記
す
。
「
遺
稿
」
に
は
、
巻

数
を
並
記
す
る
。
ま
た
、
上
記
の
全
集
で
、
隔
字
体
で
表
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い

て
は
、
本
論
文
に
お
い
て
日
本
語
で
引
用
す
る
場
合
、
傍
点
を
付
し
て
表
記
し
た
。

な
お
、
邦
訳
と
し
て
、
白
水
社
版
お
よ
び
理
想
社
版
の
ニ
ー
チ
ェ
全
集
を
参
照
し

こ°t
 ゜

ぶ
ノ

、
、
、

学
で
あ
る
」

(FW,S.349.)

と
、
多
様
な
遠
近
法
を
会
得
す
る
こ
と
で
あ

る
と
規
定
さ
れ
る
。

ニ
ー
チ
ェ
は
、
従
来
、
哲
学
す
る
と
い
う
行
為
の
根
底
で
働
い
て
き
た

も
の
と
し
て
、
「
真
理
へ
の
意
志
」

(Wille
z
u
r
 W
a
h
r
h
e
i
t
)

を
み
る

(vgl.FW,S.352.)
。
「
真
理
へ
の
意
志
」
と
は
、
「
真
理
以
上
に
必
要
な
も

、
、
、
、

の
は
何
も
な
い
。
真
理
と
比
較
し
て
は
、
そ
れ
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、

た
だ
、
二
級
の
価
値
を
持
つ
に
す
ぎ
な
い
」

(FW,S.575.)

と
い
う
命
題

に
象
徴
的
に
現
れ
る
。
し
か
し
「
真
理
へ
の
意
志
」
も
ま
た
、
「
力
ヘ
の

意
志
」
の
一
形
態
で
あ
る
限
り
、
哲
学
は
、
生
の
力
の
増
大
を
も
た
ら
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
哲
学
に
お
い
て
第
一
級
の
価
値
を
持

つ
も
の
は
、
「
真
理
へ
の
意
志
」
で
は
な
く
、
多
様
な
遠
近
法
の
獲
得
を

意
味
す
る
「
大
い
な
る
健
康
」
に
基
づ
く
「
生
へ
の
意
志
」
だ
と
い
え
よ
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G
T
:
 D
i
e
 G
e
b
u
r
t
 d
e
r
 T
r
a
g
o
d
i
e
,
K
S
A
.
l
.
 
(
『
悲
制
の
誕
生
』
）

M
A
 
I
:
 Menschliches,All筵
menschliches,
I
 
,
K
S
A
.
2
.
 
(
『
人
間
的
、
あ
ま
り
に
人
間
的
』

第
一
巻
）

M
A
 
II: 
M
e
n
s
c
h
l
i
c
h
e
s
,
A
l
l
z
u
m
e
n
s
c
h
l
i
c
h
e
s
,
 II ,
K
S
A
.
2
.
 
(
『
人
間
的
、
あ
ま
り
に
人
間
的
』

第
二
巻
）

M
:
M
o
r
g
e
m、6
翌
K
S
A
.
3
.
(
f

曙
光
』
）

F
W
:
 D
i
e
 frohliche W

匂
gs
h
a
j
t
,
K
S
A
.
3
.
 
(
『
悦
ば
し
き
学
問
』
）

J
G
B
:
J
e
n
s
e
i
t
s
 v
o
n
 G
u
t
 u
n
d
 B
o
s
e
,
K
S
A
.
5
.
 
(
『
善
悪
の
彼
岸
』
）

E
H
:
 E
c
c
e
 H
o
m
o
,
K
S
A
.
6
.
 
(
『
こ
の
人
を
見
よ
』
）

N
F
:
 N
a
c
h
g
e
l
a
s
s
e
n
e
 F
r
a
g
m
e
n
翌
K
S
A
.
7
,
 
13. 
(
『
遺
さ
れ
た
断
想
』
）

(
1
)
本
稿
で
は
、
ほ
ぼ
、
各
々
の
執
筆
の
時
間
的
順
序
に
沿
っ
て
序
文
を
取
り
上
げ

た
が
、
『
人
間
的
、
あ
ま
り
に
人
間
的
』
第
二
巻
の
序
文
に
関
し
て
は
、
独
立
し

て
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
と
蔵
言
』
お
よ
び
『
標
泊
者
と
そ
の

影
』
が
、
一
八
八
六
年
に
、
『
人
間
的
、
あ
ま
り
に
人
間
的
』
第
二
巻
と
し
て
合

本
さ
れ
た
経
緯
を
鑑
み
、
第
一
巻
の
序
文
の
直
後
で
取
り
上
げ
た
。

(
2
)

一
八
八
七
年
二
月
二
三
日
付
け
の
、
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ベ
ッ
ク
ヘ
宛
て
た
書
簡
に
お

い
て
、
「
私
は
最
近
の
一
五
年
に
お
い
て
全
著
作
を
創
り
あ
げ
、
最
後
に
は
序
文

、
、
、
、
、

と
補
足
で
、
私
が
そ
れ
ら
を
私
か
ら
切
り
離
し
た

(losgelost)

と
考
察
す
る
ま

で
に
〈
仕
上
げ
た
〉
」
と
、
新
し
い
序
文
を
書
い
た
ニ
ー
チ
ェ
自
身
と
著
作
と

の
間
の
隔
た
り
を
記
し
て
い
る
。

(
N
i
e
t
s
z
c
h
e
B
r
i
e
f
w
e
c
h
s
e
l
,
 K
r
i
t
i
s
c
h
e
 

G
e
s
a
m
t
a
u
s
g
a
b
e
,
 A
b
t
.
3
,
B
d
.
5
,
h
r
s
g
.
v
.
G
.
C
o
l
l
i
 u
n
d
 M
.
M
o
n
t
i
n
a
r
i
,
W
a
l
t
e
r
 d
e
 

G
r
u
y
t
e
r
,
B
e
r
l
i
n
/
N
e
w
 Y
o
r
k
,
1
9
8
4
,
S
.
2
9
.
)
。

(
3
)
 
v
g
l
.
F
W
,
S
.
5
4
4
f
.
 ニ
ー
チ
ェ
に
と
っ
て
、
批
判
と
は
、
単
に
、
理
性
を
働
か
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
真
理
と
虚
偽
と
を
判
別
し
、
虚
偽
を
捨
て
去
る
こ
と
を
意
味
し

な
い
。
自
己
自
身
に
批
判
の
矛
先
を
向
け
る
こ
と
で
、
た
と
え
、
過
去
の
自
己

に
と
っ
て
真
理
で
あ
っ
た
も
の
が
虚
偽
と
し
て
現
れ
て
く
る
と
し
て
も
、
そ
の

虚
偽
は
、
自
己
の
生
に
と
っ
て
必
要
で
あ
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
批

判
に
お
け
る
否
定
は
、
「
わ
れ
わ
れ
の
中
の
な
に
も
の
か
」
が
、
生
き
か
つ
自
己

を
肯
定
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

(
4
)
 W
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
著
作
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
近
代
的
「
自

然
科
学
」
の
領
域
を
含
む
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
学
問
」
と
訳
を
統
一

し
た
。
ピ
ヒ
ト
は
、
「
自
己
批
判
の
試
み
」
に
お
け
る
〈
学
問
〉
と
は
、
特
殊
科

学

(Spezialwissenshaft)

を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
学
問
に
つ
い
て
学
問
が
思

考
す
る
よ
う
な
学
問
全
体
、
つ
ま
り
哲
学
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る

(
v
g
l
.
P
i
c
h
t
,
G
e
o
r
g
:
N
i
e
t
z
s
c
h
e
,
h
r
s
g
.
v
.
C
.
E
i
s
e
n
b
a
r
t
 in Z
u
s
a
m
m
e
n
a
r
b
e
i
t
 m
i
t
 

E
.
R
u
d
o
l
p
h
,
K
l
e
t
t
 ,
 
Cotta,Stuttgart,1988,S.136f./. ヒ
ヒ
ト
＇
、
『
ニ
ー
チ
ェ
』
、
害
E

木
隆
嘉
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
一
年
、
一
五
五
頁
）
。

(
5
)
『
曙
光
』
の
序
文
に
お
い
て
は
、
こ
の
書
に
よ
っ
て
、
道
徳
に
対
す
る
無
条
件
の

信
頼
の
破
棄
が
な
さ
れ
る
、
と
述
べ
ら
れ
る

(vgl.M,S.16.)
。
た
だ
し
そ
れ
は
、

、
、
、
、
、

道
徳
内
部
か
ら
、
つ
ま
り
「
道
徳
性
か
ら
」

(
a
u
s
M
o
r
a
l
i
t
a
t
)
 
(ebd.)

行
わ
れ

る
。
ニ
ー
チ
ェ
は
、
道
徳
が
育
て
上
げ
た
も
の
に
「
誠
実
性
」
を
認
め
、
こ
の

「
誠
実
性
」
が
道
徳
自
身
に
向
け
ら
れ
た
結
果
、
道
徳
は
、
そ
れ
を
必
要
と
し
な

、
、
、
、

け

れ

ば

生

存

に

耐

え

る

こ

と

の

で

き

な

い

者

の

「

保

存

手

段

」

(
E
r
h
a
l
t
u
n
g
s
m
i
t
t
e
l
)
 
(
N
F
,
K
S
A
.
1
2
,
S
.
2
1
1
.
)
で
あ
る
と
暴
露
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
道
徳
の
超
克
は
、
「
誠
実
性
」
に
よ
る
、
「
道
徳
の
自
己
超
克
」

(
d
i
e

S
e
l
b
s
t
i
i
b
e
r
w
i
n
d
u
n
g
 d
e
r
 M
o
r
a
l
)
 
(JGB,S.51.)

と
し
て
遂
行
さ
れ
る
。

（
ち
ゃ
ぞ
の
よ
う
い
ち
大
学
院
博
士
後
期
課
程
・
現
代
思
想
文
化
学
）
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